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要約：電子掲示板を利用した協調学習における他者発言閲覧に関する調査を行った。他者発言を多く読

む人とあまり読まない人とに二分したところ、他者発言に対する捉え方も異なることが読み取れた。また、

学習時に教員のコメントを欲していた学生が多く、教員にファシリテーターとしての役割も期待してい

るようである。多くが教員による閲覧推奨スレッド・コメントの指定があればそれを読むとしており、こ

れによってあまり他者発言を読まない人の学習機会の逸失防止が期待される。
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1. はじめに
　熊本大学大学院教授システム学専攻は、e ラー

ニングによる非同期協調学習のために電子掲示

板を多用する。この掲示板での学習活動について

は、各課題で要件は異なるので一概には言えない

ものの、第１筆者の学習者としての体験から全般

として次のような印象を得た。

・学生間協調学習だけとなる場合や、教員からの

　コメントによる評価が確定しない段階で、次の

　課題やタスクに進むのは学習者にとって不安

　や困難を伴うのではないか

・他人の書き込みを多く読む人と、あまり読まな

　い人で学習の充実度が異なるのではないか

　この仮説を検証するための一方法として簡易

なアンケートを実施し、以下の結果を得た。

2. アンケート結果
　2010 年 5月に、修了生を含む 2008 年度入学生

17 名(第１筆者を除く)に対して無記名式のアン

ケート調査を行い、16名から回答を得た。

　なお、問２から問９のグラフにおける３種の積

み上げは、左より、問１で「20%程度」「40%程度」

と回答した群(薄灰色グラフ)、「80%程度」「全てま

たはほぼ全て」と回答した群(白色グラフ)、そして

「60%程度」と回答した群(灰色グラフ)の順となっ

ている。(群分けの説明は、考察部参照)

問１．どの程度、他者の書き込みを読んだか(人)

問２．読む発言はどう選択したか(複数回答)(人)

問３．他者から自分宛のコメントは役立ったか(人)

問４．問３はどのように役立ったか(複数回答)(人)

問５．他者から他者宛のコメントは役立ったか(人)

問６．問５はどのように役立ったか(複数回答)(人)
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 問７．教員のコメントが欲しいことがあったか(人)

問８．教員にどのようなコメントを期待するか(人)

問９．教員から閲覧をすすめる推奨スレッド・コメン

　　　トの指定があった場合、それを読むか(人)

3. 考察
3.1 他者発言閲覧

　問１で最多回答は「40%程度」、次いで「80%程

度」である。そこで「60%程度」を除き、高低それぞ

れ７人、すなわち「20%程度」「40%程度」の７人

(以下、Ａ群)と、「80%程度」「全てまたはほぼ全て」

の７人(以下、Ｂ群)に分けて分析を行った。

　問２では、ごく当然ながら自分の関わったスレ

ッド中心に選択していることがわかるが、「その

他」として「余裕があるときはすべて、余裕がない

ときは自分の関わったスレッド」があった。なお、

Ａ・B 群で選択方法に大きな違いは見られない。

　問３においては、自分宛のコメントに対して

「役立った」とする回答が約７割を占め、協調学習

がうまく機能していると考えられる。ただし、Ａ

群のうち２人が「あまり役に立たなかった」と回

答しており、役に立たないと感じたために読まな

くなってしまったという可能性も考えられる。

　問５においては、他者宛のコメントに対しても

「役立った」「やや役立った」とする回答で９割近

くを占め、発見・偶発学習環境としても機能して

いる可能性が考えられる。また、Ａ・B 群で違い

が見られた。他者宛のコメントを「役立った」とす

るのは、Ａ群が７人中２人(28.6%)であるのに対

し、Ｂ群は７人中５人(71.4%)となっている。

　一方、問３、問５では「あまり役立たなかった」

が各２名あるが、これはＡ群のみからの回答であ

った。また、どのように役立ったかという問４、問

６における「モチベーション維持」という回答が

それぞれ６人、３人の計９人だが、内訳はＢ群６

人、問１「60%程度」回答者から３人だった。また、

問４の回答の「その他」として、「嬉しかった」がＢ

群からあった。協調学習においては仲間とともに

学習することによる動機づけも期待される(1)が、

他者発言を多く読むこととモチベーションの維

持が関係している可能性も考えられる。

3.2 教員介入

　問７では、９割以上が協調学習時に教員からの

コメントを欲することがあったと回答している。

期待するコメント内容は問８から覗えるが、模範

解答的な内容よりもむしろ、各タスクや課題ごと

の総括的な講評、あるいは議論を促すようなヒン

トなど、ファシリテーターしてのコメントを期待

していることがわかる。なお、「その他」として「求

めている解答に沿ったものであるか否かが不明

な場合」「励まし」という回等があった。

　問９では、教員による推奨スレッドまたはコメ

ントの指定があった場合には、それを「読む」「内

容によっては読む」が全回答を占め、教員による

優良スレッドやコメントの推奨が歓迎されるよ

うである。特に、Ａ群７人中５人(71.4%)が「読む」

(Ｂ群は７人中３人(42.9%))とし、閲覧が少ない人

にとっては、教員による推奨によって優良発言を

見逃すことがなくなり、学習機会の逸失防止とと

もに学習効果向上につながることが期待される。

4. まとめ
　今回の調査では全般的な回答を得ようとした

ため、学習者特性、学習環境との関係やタスク内

容が様々にある各科目での実態までは把握でき

ない。また、LMS の閲覧データとの照合ができて

おらず、実態との差異を確認できなかった。

　しかし、他者発言閲覧の多い人は、他者から他

者宛のコメントも学習に役立つと捉えており、閲

覧の少ない人には見られない閲覧によるモチベ

ーション維持を指摘する学習者もいた。

　一方、学習時に教員からのコメントを欲するこ

とがあったとする学習者が多くいた。そして、教

員による推奨スレッドやコメントの指定があっ

た場合はそれを歓迎するようである。これについ

ては、特に、閲覧の少ない人の方が推奨スレッド

や推奨コメントを積極的に読むとしており、教員

による推奨指定により、閲覧の少ない人の閲覧活

動を活発化させることが可能になるとも考えら

れる。個別の課題によって状況は異なるが、例え

ば、教員が推奨スレッドを指定できる機能を

LMS に追加することも面白いかもしれない。
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